令和６年度バリューチェーン全体での脱炭素化推進モデル事業事務局　宛
令和６年度バリューチェーン全体での脱炭素化推進モデル事業　申請書
（業界団体・企業群支援）
【A）業界団体と代表で検討に参加する企業群・B）業界におけるリーディング企業群共通】
令和６年度バリューチェーン全体での脱炭素化推進モデル事業について、公募要領の記載内容に同意の上、下記のとおり応募します。

※必要に応じて記入枠を拡大・追加してください。ページ数が増えても問題ありません。
	（１）応募申請者（代表）責任者

	ふりがな
	

	団体または企業名 (和名)
	

	部署名等
	

	役職等
	

	ふりがな
	

	氏名
	


	（２）応募申請者（代表）の連絡担当者  （2名まで記入いただけます）

	
	担当者<1>
	担当者<2>

	部署名等
	
	

	役職等
	
	

	ふりがな
氏名
	
	

	
	
	

	e-mail アドレス
	
	

	電話番号
	
	

	住所
	〒

	〒



	（３）構成メンバーの情報　（代表以外の企業・業界団体の名称を全て記載してください）(※１)

	企業または業界団体の名称
	企業規模
（企業の場合、該当に〇）
	合意状況
（いずれかに〇）

	· 
	大企業　・　中小企業
	参加承諾済　・　打診中　・　未打診

	· 
	大企業　・　中小企業
	参加承諾済　・　打診中　・　未打診

	· 
	大企業　・　中小企業
	参加承諾済　・　打診中　・　未打診

	· 
	大企業　・　中小企業
	参加承諾済　・　打診中　・　未打診


（※１）企業の情報の詳細は別添に、業界団体の詳細は（４）に記載してください
	（４）参加団体の基本情報   ※A) 業界団体と代表で検討に参加する企業群で参加の場合のみ記入。

	業界団体名
	
	加盟企業数
（正会員数）
	         社
(正会員      社)

	業界概要
（対象業種など）
	

	主な加盟企業
	

	団体の申請責任者　   ※団体が申請者（代表）の場合（１）の記載をもって本枠の記載は不要です。

	ふりがな
	

	氏名
	

	部署名等
	

	役職等
	

	団体の連絡担当者  （2名までご記入いただけます）
※団体が申請者（代表）の場合（２）の記載をもって本枠の記載は不要です。

	
	担当者<1>
	担当者<2>

	部署名等
	
	

	役職等
	
	

	ふりがな
	
	

	氏名
	
	

	e-mail アドレス
	
	

	電話番号
	
	

	住所
	〒

	〒


	業界のVC脱炭素に係る取組状況

	排出削減目標の設定状況
（該当するものに○）
	有
	無
	【有の場合、目標の内容を記入】


	業界全体での
排出量算定状況
	【算定している場合、排出量と対象カテゴリを記入】


	加盟企業の算定状況
	【算定済の企業の割合・社数等がわかれば記入】
●Scope1・２:
●Scope3:



	脱炭素に係る取組状況、
今後の予定
	

	（５）参加企業のVC脱炭素に係る取組状況   ※必要に応じて枠を追加し、全ての参加企業について記入。

	VC脱炭素に係る取組状況

	
	企業名(和名)
	

	
	Scope3排出量算定
（該当するものに○）
	算定済（※２）
	算定に向けて検討中
	無し
	

	
	1次データ取得に係る
エンゲージメントの概況
	【あれば記入】


	
	VC全体における排出
削減目標の設定状況
	有
	無
	【有の場合、目標の内容を記入】


	
	排出削減計画の策定
（いずれかに○）
	策定済
	策定に向けて検討中
	無し
	

	
	（策定している場合）

排出削減計画の概要
※既存の資料を添付いただくことで省略可
	

	SBT認定の状況

	
	SBT認定の状況
（該当するものに☑）
	☐設定済
	☐認定申請中
	☐コミット済
	☐コミットしていない

	
	目標水準
（該当するものに☑）
	☐1.5℃
	☐WB2℃
	☐2℃
	

	
	過去のSBT認定
申請の有無
（該当するものに〇）
	有
	無
	【有の場合、現在の状況を詳しくお書きください】


	
	SBT認定に向けた状況
（該当するものに○）
	今年度中に認定を目指す
	次年度以降に認定を目指す
	時期は未定であるが認定は目指している
	支援を受けて、認定を目指すか検討したい


（※２）「算定済」に該当する企業は、詳細を別添に記載してください
	（６）本モデル事業で取り組みたい内容

	現状の課題と展望
	●現状の課題と共通化を通じて目指す中長期の目標設定等


	本モデル事業で
想定している取組内容
※別途資料を作成・添付いただくことで省略可
	●業界共通のガイダンス策定に向けて取り組みたい内容、現時点での構想
＜参考＞本モデル事業の支援対象：Scope3算定の業界共通ルール、データ連携のための業界ルール・ガイダンス、調達基準 等
（※再エネ共同調達、CFP算定・表示ルール検討は対象外）



	（７）本モデル事業の終了後の取組の継続

	本モデル事業を踏まえて、次年度以降も取組を継続する予定である場合には、右記の「継続する」に○を記入ください。
	継続する

	本モデル事業の成果の活用方法の想定や、取組の継続方針など
	


	（８）本モデル事業の成果の活用への同意

	本モデル事業を踏まえて、環境省はガイドブックの策定を予定しています。
企業秘密の情報を除き、本事業での成果を環境省が活用させて頂くことに同意いただき、右記の「同意する」に○を記入ください。
	同意する

	環境省による本モデル事業の成果の活用について、現時点で懸念されている点や、配慮が必要な事項がある場合は、ご記入ください。
	


別添（全ての参加企業各社に記載いただくもの。）
※記入枠を追加して全ての企業情報を記入ください。ページ数が増えても問題ありません。
（業界団体は記入不要です）
	（９）企業の申請責任者

	ふりがな
	

	企業名 (和名)
	

	部署名等
	

	役職等
	

	ふりがな
	

	氏名
	

	（1０）企業の連絡担当者  （2名までご記入いただけます）

	
	担当者<1>
	担当者<2>

	部署名等
	
	

	役職等
	
	

	ふりがな
氏名
	
	

	
	
	

	e-mail アドレス
	
	

	電話番号
	
	

	住所
	〒

	〒


	（１１）Scope３の排出量 ※（５）でScope3排出量算定済と回答した場合記入

	カテゴリ
	現時点で把握している最新年度の排出量と算定範囲

	
	排出量（t-CO2）
	算定範囲

	1
	購入した物品・サービス
	
	

	2
	資本財
	
	

	3
	Scope1,2以外の

エネルギー関連活動
	
	

	4
	上流の輸送・流通
	
	

	5
	廃棄物
	
	

	6
	出張
	
	

	7
	通勤
	
	

	8
	上流のリース資産
	
	

	9
	下流の輸送・流通
	
	

	10
	販売した製品の加工
	
	

	11
	販売した製品の使用
	
	

	12
	販売した製品の廃棄
	
	

	13
	下流のリース資産
	
	

	14
	フランチャイズ
	
	

	15
	投資
	
	

	その他
	
	

	Scope3排出量算定
における課題

	●上記のScope３排出量を算定する上での課題（特にない場合は記入不要）


	（1２）本モデル事業の成果の活用への同意

	本モデル事業を踏まえて、環境省はガイドブックの策定を予定しています。
企業秘密の情報を除き、本事業での成果を環境省が活用させて頂くことに同意いただき、右記の「同意する」に○を記入ください。
	同意する

	環境省による本モデル事業の成果の活用について、現時点で懸念されている点や、配慮が必要な事項がある場合は、ご記入ください。
	


以　上
1

